
悔い改め：心の変化をもたらす変革

悔い改め（ギリシャ語のメタノイア、つまり「考えを変える」という意味）とは、罪から離れ、神の
御心に沿うという極めて重要な決断です。それは単なる後悔や悲しみではなく、新しい生き方への心
からの決意であり、人生に目に見える実を結びます。この研究では、聖書における悔い改めの呼びか
け、救いにおけるその必要性、そしてその変革的な影響について探求します。

1. 悔い改めは救いへと導く

聖句：コリント人への第二の手紙 7章 10-11節「神の御心に沿った悲しみは悔い改めを生み、救いへ
と導き、後悔を残しません。しかし、世俗的な悲しみは死をもたらします。この神の御心に沿った悲
しみが、あなたがたの中に何を生み出したかを見てください。それは、どれほどの熱心さ、どれほど
の潔白を証明しようとする熱意、どれほどの憤り、どれほどの不安、どれほどの切望、どれほどの心
配、どれほどの正義の実現への意欲でしょうか。」

A.神にかなった悲しみと世俗的な悲しみ神にかなった悲しみは、罪に対する深い確信と神の御心に従
いたいという願いから生じ、真の悔い改めと救いへと導きます。一方、世俗的な悲しみは表面的な後
悔であり、罪そのものよりも結果について考えることが多く、永続的な変化をもたらさず、最終的に
は霊的な死に至ります。例：スピード違反で警察に止められたと想像してみてください。世俗的な悲
しみは、捕まったことを残念に思うだけで、おそらく後でまたスピード違反をするでしょう。神にか
なった悲しみは、法律を破り、他人を危険にさらしたことに対する真の悔恨であり、安全運転を決意
するきっかけとなります。追加の聖句：ローマ人への手紙 6:23 –「罪の報酬は死ですが、神の賜物は、
私たちの主キリスト・イエスにある永遠の命です。」これは、悔い改めの重要性、つまり死ではなく命
を選ぶことの重要性を強調しています。

B.真の悔い改めは目に見える熱心さを伴う悔い改めは単なる内面の変化ではなく、態度と行動におけ
る熱心な変化です。それは、真剣さ、熱意、そして義への献身という具体的な実を結びます（第二コ
リント 7:11）。追加の聖句：マタイ 3:8 –「悔い改めにふさわしい実を結びなさい。」これは、悔い改め
が、他者にも明らかな、変革された人生をもたらす必要があることを強調しています。
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質問 1：周囲の人が「どうしたの？以前と違うね」と気づくほど、行動に大きな変化があった経験は
ありますか？その変化のきっかけは何でしたか？

2. 悔い改めとは神に立ち返ることである

聖句：使徒行伝 3:19「ですから、悔い改めて神に立ち返りなさい。そうすれば、あなたがたの罪は消
し去られ、主から慰めの時が来るでしょう。」

A.悔い改めは爽快な気持ちをもたらす悔い改めは重荷ではなく、むしろ安堵をもたらします。神に立
ち返ることで罪は洗い流され、霊的な刷新と喜びがもたらされます。それは新たな始まりであり、神
との関係を回復させるものです。追加の聖句：イザヤ書 1:18 –「さあ、共に決着をつけよう」と主は
言われる。「たとえあなたがたの罪が緋のように赤くても、雪のように白くなる。」これは、悔い改め
の清めと回復の力を強調しています。

B.悔い改めは行動によって示される聖句: 使徒行伝 26:20 –「私は彼らに悔い改めて神に立ち返り、行
いによって悔い改めを示すようにと説教しました。」悔い改めは、生活様式を根本的に変える決断で
す。それは単なる言葉や感情ではなく、従順、奉仕、他者への愛を通して、私たちの生き方に反映さ
れる決意です。追加の聖句: ルカによる福音書 3:8-14 –バプテスマのヨハネは、悔い改めの証拠とし
て具体的な行動（貧しい人々との分かち合い、正直さ、満足）を求め、悔い改めが実際的で測定可能
なものであることを示しています。

質問 2：あなたは神の御心を行うことに熱心ですか、それとも強制される必要があると感じますか？
あなたの生活の中で、神に心を向けていることを反映する行動は何ですか？

3. 罪に対する過激な態度

聖句：マタイによる福音書 5:29-30「もしあなたの右目があなたをつまずかせるなら、それをえぐり
出して捨てなさい。もしあなたの右手があなたをつまずかせるなら、それを切り落として捨てなさ
い。」

A.罪に対する徹底的な嫌悪イエスは鮮やかな比喩を用いて、罪に対して一切容赦しない姿勢を教えて
います。悔い改めには、どんなに代償が大きくても、私たちを神から遠ざけるものを取り除くための
断固たる行動が必要です。世間は罪を「ほどほどに」容認するかもしれませんが、神は私たちに、罪
に徹底的に対処することを求めておられます。追加の聖句：ローマ人への手紙 8:13 –「肉に従って生
きるなら、あなたがたは死ぬでしょう。しかし、御霊によって体の行いを滅ぼすなら、あなたがたは
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生きるでしょう。」これは、積極的に罪を拒絶する必要性を強調しています。

B.神の御心への熱意悔い改めとは、罪を避けること（否定的）だけではなく、神の御心を情熱的に追
求すること（肯定的）です。悔い改めた心は、熱心に聖書を学び、礼拝に出席し、信仰を分かち合い、
他者に仕えます。例：貪欲を悔い改めた人を考えてみましょう。彼らは蓄えるのをやめるだけでな
く、惜しみなく与え始め、心が変えられたことを反映します。追加の聖句：コロサイ人への手紙 3:17

–「あなたがたは、言葉であれ行いであれ、何をするにも、すべて主イエスの名によって行いなさい。」
これは、悔い改めが神の栄光に捧げられた人生を力づけることを示しています。

質問 3：あなたは神が罪に対して抱くような徹底的な嫌悪感を持っていますか？断固として対処する
必要のある特定の罪はありますか？質問 4：悔い改めた人は、熱心に聖書を研究し、教会に通い、信
仰を分かち合い、貧しい人々に奉仕すると思いますか？その理由は何ですか？

4. 悔い改めるか、滅びるか

聖句：ルカによる福音書 13章 5節「悔い改めなければ、あなたがたも皆滅びるでしょう。」

イエスの厳しい警告は、人類を悔い改める者と滅びる者の二つのカテゴリーに分けます。中間はあり
ません。悔い改めは救いのための選択肢ではなく、必須です。追加の聖句：ペテロ第二 3:9 –「主は約
束を果たすのが遅いのではありません。⋯むしろ、あなたがたに対して忍耐しておられます。だれも
滅びることを望まず、すべての人が悔い改めに至ることを望んでおられるのです。」これは、すべての
人が悔い改めることを神が望んでおられ、また、神が忍耐強く待っておられることを強調しています。

質問 5: あなたは聖書の教えに従って悔い改めましたか? もしそうなら、いつこの変化が起こりまし
たか? 注: 「昨日」や「最近」のような答えは、「子供の頃」や「ずっと昔」よりも真の悔い改めを反
映している可能性が高いです。必要であれば、研究をもう一度見直して、悔い改めの狭い道 (マタイ
7:13-14)を明確にしてください。彼らの生活と、彼らが尊敬する宗教的な人々の生活を詳しく調べて
ください。悔い改めていない人を真の弟子として受け入れるのはなぜですか? 追加の聖句: マタイ
7:21 –「わたしに向かって『主よ、主よ』と言う者がみな天の御国に入るのではなく、天におられるわ
たしの父の御心を行う者だけが入るのです。」これは、真の悔い改めが従順な信仰と一致することを
強調しています。

質問 6：本当に悔い改めた人を何人知っていますか？注：教会に通う人や以前通っていた教会の信者
のほとんどが悔い改めたと思っている人は、要点を理解していない可能性があります。悔い改めは稀
なことであり、教えと責任を伴うものであることを明確に伝えましょう（使徒行伝 26:20）。理解する
まで繰り返し説明してください。
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5．悔い改めに関するさらなる考察

• 悔い改めは永続的な影響を与える決断です。悔い改めは、一瞬にして起こり得る心の変化であ
り、生涯にわたる変革をもたらします。クリスチャンは成長するにつれて罪についての理解を
深めるかもしれませんが、それは最初の悔い改めが無効だったという意味ではありません。（ヘ
ブライ人への手紙 6章 1節–「初歩的な教えにとどまらず、悔い改めの基礎を再び築くのではな
く、先に進みましょう。」）

• 誠意だけでは不十分：悔い改めには、聖書の知識や善意だけではなく、罪の自覚が必要で
す。（第一ヨハネ 1:8-10 –罪を認識し告白することは、赦しを受けるために不可欠です。）

• 非キリスト教徒と悔い改め：まれではあるが、非キリスト教徒の中には悔い改めの兆候を示す
者もいる（例えば、特定の罪から離れるなど）。しかし、キリストへの献身と伝道活動がなけれ
ば、彼らは完全に悔い改めたとは言えないだろう。（ヨハネによる福音書 14章 15節「もしあ
なたがたがわたしを愛するなら、わたしの戒めを守りなさい。」）

• 変革を期待してください。人生の変化は、聖霊の働きかけによって洗礼を受ける前から始まる
ことがよくあります。しかし、真の聖さは、人間の努力だけではなく、神の力によってもたら
されます。（ガラテヤ 5:22-23 –聖霊は悔い改めの生活の中で実を結ぶ。）

悔い改め第二章：自己義認を克服する

自己正義感、つまり根本的な変化を必要としない「自分は十分良い人間だ」という思い込みは、真の
悔い改めを阻害します。この章では、宗教を信仰する人々の間でよく見られる問題である、自分自身
を罪人として認識することに苦労している人々について考察します。

重要な聖句と要点：

• ルカによる福音書 3 章 7-14 節–洗礼者ヨハネは宗教的な傲慢さを戒め、具体的な実（例えば、
寛大さ、正直さ）を示すよう求めている。悔い改めには謙遜と行動が求められる。

• ルカによる福音書 5章 31-32節―「わたしは正しい人を招くために来たのではなく、罪人を
悔い改めに招くために来たのです。」イエスは、救いの必要性を認識している人々を対象として
おり、自力で十分だと考えている人々を対象としているわけではありません。

• ルカによる福音書 7章 29-30節–パリサイ人たちは悔い改めと洗礼を拒否することで、神の御
心を受け入れなかった。自己義認は潜在能力を無駄にする。
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• ルカによる福音書 7章 36-50節―罪深い女の愛と感謝は、パリサイ人の自己義認と対照的で
ある。「迷える者」としての自分を認識することが、信仰の原動力となる。

• ルカによる福音書 18章 9-14節–徴税人の謙遜な嘆願が、ファリサイ派の人の自慢話ではなく、
義認へと導いた。補足聖句：ローマ人への手紙 3章 23-24節–「すべての人は罪を犯し、神の栄
光に達することができない。しかし、すべての人は神の恵みによって無償で義と認められる。」
これは、自己義認を打ち砕き、公平な競争の場を作り出す。

質問：あなたは自分の善良さに自信を持っていますか、それとも自分を神の恵みを必要とする罪人だ
と考えていますか？このことは、あなたの日々の選択にどのような影響を与えていますか？

悔い改め第三章：金持ちの青年支配者とザアカイ

本研究は、イエスに対する二人の男性の反応を対比させることで、悔い改めの本質を明らかにしてい
る。

聖書：

• ルカによる福音書 18:18-27 (金持ちの青年支配者) –一見正しいように見えるが、自分の財産を
手放そうとしない男。

• ルカによる福音書 19:1-10 (ザアカイ) –軽蔑されていた罪人が、喜んで悔い改め、償いをする。

比較：

• 共通点：どちらも裕福で有名であり、謙遜な心でイエスを求めた（支配者はひざまずき、ザア
カイは木に登った）。どちらも悔い改める必要があり、特に富に関してはそうだった。

• 相違点：支配者は自分の「神」（お金）にしがみつき、悲しんで立ち去るが、ザアカイはすぐに
悔い改め、惜しみなく施し、償いをすることを誓う（ルカ 19:8、コリント第二 7:10参照）。「あ
りそうもない」弟子（ザアカイ）が救いを見いだす一方、「当然の」者（支配者）は失敗する。
追加の聖句：マルコ 10:21 –イエスが支配者に「すべてを売り払いなさい」と命じたことは、悔
い改めには完全な降伏が必要であることを示している。

結論：弟子たちはイエスが要求した徹底的な悔い改めに衝撃を受けたが（マルコ 10:24-26）、神はす
べてを明け渡す者には豊かな祝福を約束している（マルコ 10:29-30 –「この世では百倍の祝福を、来
るべき世では永遠の命を」）。
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質問：あなたはイエスに対する反応において、金持ちの青年とザアカイのどちらに近いでしょうか？
完全に悔い改めるためには、何を手放す必要があるでしょうか？

結論：喜びにあふれた悔い改めへの呼びかけ

悔い改めは救い、リフレッシュ、そして人生を変える扉です。それは罪から離れ、神の御心に従い、
神を栄光に輝かせる実を結ぶという、根本的で熱心な決断です。使徒行伝 3章 19節が約束している
ように、悔い改めは「リフレッシュの時」と神との関係の回復をもたらします。神の恵みが真の弟子
として生きる力を与えてくれることを知り、喜びをもってこの呼びかけを受け入れましょう。最後の
聖句：詩篇 51篇 10-12節–「神よ、私のうちに清い心をお造りください。私のうちに揺るぎない霊を
新しくしてください。⋯あなたの救いの喜びを私に回復させてください。」
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